
 1 

８．機関紙「ぶんせき」誌に掲載された北海道 

支部関連記事 
（1992年 1月号から 2006年 9月号まで） 

《とびら》  
・ 吉沢逸雄、大学設置基準・化学教育・分析化学実験、1992(3) 173. 

・ 古市隆三郎、応用分析化学のすすめ、1993(3) 159. 

・ 長谷部清、Jリーグか、プロ野球か、1994(2) 87. 

・ 都築俊文、温泉分析のむずかしさ・おもしろさ、1995(3) 171. 

・ 鎌滝哲也、学会のリストラ？、1996(3) 173. 

・ 大橋弘士、ボーダーレス時代の学会誌と大学教育、1997(3) 189. 

・ 佐々木陽一、基礎科学と分析化学、1998(3) 155. 

・ 原口謙索、今後も期待される分析化学、1999(3) 203. 

・ 片岡正光、分科系大学での化学教育、2000(3) 135. 

・ 高橋英明、粉骨砕身は北海道支部の伝統？、2001(3) 113. 

・ 三浦敏明、分析情報の公開、2002(3) 107. 

・ 中村 博、基礎を大切に、2003(3) 121. 

・ 上舘民夫、大学における作業環境の測定、2004(3) 127. 

・ 喜多村曻、分析化学と高大連携、2005(3) 117. 

・ 板橋 豊、支部長雑感、2006(3) 101. 

《特集》  
・ 角皆静男、分析化学実験と地球環境の研究者・技術者の教育、2001 (10) 569. 

・ 上野貢生・喜多村昇、ポリマーマイクロチャネルチップの創製と化学的応用、2002(5) 238. 

・ 伊藤純一、水質基準としての窒素・リンとは何か、2002(10) 560. 

・ 金子恵美子、尿タンパク質検査と目視分析への展望、2002(10) 562. 

・ 田中俊逸、特集「環境保全と修復のための分析技術」企画にあたって、2005(11) 609. 

・ 古市 徹、循環型共生社会と不法投棄起因の土壌・地下水汚染、2005(11) 629. 

・ 古月文志、照井教文、田中俊逸、カーボンナノチューブを吸着場として用いた環境浄化

材料、2005(11) 638. 

《解説》  
・ 上舘民夫、化学発光分析法、1995(9) 706. 

《講義》  
・ 澤田 稔、変異原性試験法、1994(3) 194. 

・ 近藤敏啓・魚崎浩平、自己組織化単分子膜、1997(6) 457. 

《展望》  
・ 横井 毅・鎌滝哲也、薬物代謝物の分析と遺伝子多型性、1995(5) 358. 
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《進歩総説》  

・ 井上貞信・宇都正幸、無機吸光分析 – 高感度発色試薬 -、1993(11) 877. 

・ 古月文志、イオンクロマトグラフィー、2004(3)153. 

《入門講座》  
・ 金子恵美子・礒江準一、水質分析キット、2002(7) 360. 

《創案と開発》  
・ 大石公之助・奥本豊治・白崎俊浩、窒素プラズマの開発とその応用、1999(1) 55. 

《分析化学のあゆみ》  
・ 西村雅吉、分析化学における私の遍歴、1992(11) 921. 

・ 渡辺寛人、私の昨日の世界、2001(8) 425. 

《このひと》  
・日本分析化学会名誉会員になられる吉田仁志氏、2006(9) 464. 

《話題》  
・ 伊藤純一・藤吉直明、機能性膜による分子認識と水晶発振子マイクロバランスの利用、

1992(3) 219. 

・ 齋藤 徹、水性二相分配法を用いる生体物質の分離、1993(3) 202. 

・ 福嶋正巳・田中俊逸、フミン物質と疎水性有害有機物質との相互作用の解析、1994(3) 226. 

・ 扇谷 悟、ヒト代謝酵素発現細胞を利用する変異原性試験法、1995(2) 140. 

・ 豊田和弘、光励起ルミネスセンス現象を利用した埋没年代測定法の発展、1997(5) 401. 

・ 菅 正彦、水素化物発生- 原子スペクトル分析法の新展開、1998(4) 291. 

・ 菅原一晴、光音響分光法の応用とその可能性、1999(1) 46. 

・ 石坂昌司、和周波発生法による液/液界面構造、界面吸着分子の状態解析の試み、2000(4) 

217. 

・ 井上貞信、希土類元素の抽出分離、2003(4) 209. 

・ 照井教文・田中俊逸、カーボンナノチューブを利用した環境の分析と修復、2004(3) 158. 

・ 上野貢生、金属ナノ構造体表面での局在プラズモン共鳴と増強ラマン散乱を用いたセン

シング、2005(3) 153. 

・ 松尾保孝、バイオ分野における蛍光性量子ドットの利用の広がり、2006(5) 221. 

《こんにちは》  
・ 横井 毅、東日本学園大学薬学部藤間研究室を訪ねて、1993(3) 210. 

・ 長谷部 清、北海道立衛生研究所を訪ねて、1995(4) 305. 

・ 佐々木胤則、北海道大学医学部齋藤研究室を訪ねて、1997(3) 238. 

・ 田中俊逸、北海道大学大学院理学研究科喜多村研究室を訪ねて、1999(3) 250. 

・ 金 幸夫、北海道大学大学院地球環境科学研究科長谷部研究室を訪ねて、2001 (3) 150. 

・ 坪井泰之、北見工業大学工学部化学システム工学科環境分析研究室を訪ねて、2005 (9) 

511. 
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《トピックス》  
・ 菅 正彦、原子吸光法によるリンの直接定量、1992(1) 64. 

・ 南 尚嗣、レセプターイオンチャンネルタンパクを感応素子とする化学センサー、

1992(5) 399.  

・ 伊藤八十男、協同抽出過程で生成するイオン性三元錯体、1992(9) 731. 

・ 黒澤隆夫、フローインジェクションイムノアッセイ、1993(1) 50. 

・ 神 和夫、接触反応を利用したフローインジェクション分析法による超微量セレン(IV)

の定量、1993(5) 373. 

・ 福嶋正巳、フミン酸の錯形成；Donnanモデルの適用、1993(9) 689. 

・ 星 座、感湿オプティカルセンサー、1993(12) 991. 

・ 吉村昭毅、酸化オスミウム(VIII)/2,2’-ビピリジン試薬を用いる非 B 型 DNA の高感度検

出、1994(1) 54. 

・ 田邊博義、走査型電気化学顕微鏡によるイオン局在化分布のその場観察、1994(5) 391. 

・ 片岡正光、光第二高調波発生（SHG）によるイオン選択性電極液膜界面の観察、1995(1) 

61. 

・ 吉田 登、ポルフィリン類縁体による分子認識を利用した選択的分離法、1995(5) 394. 

・ 菅原一晴、標識剤を用いたイムノアッセイ、1995(9) 742. 

・ 嶋津克明、ピエゾセンサーによる DNA検出、1996(1) 59. 

・ 谷 博文、固定化人工膜クロマトグラフィーを用いた生体膜-溶質間相互作用の評価、

1996(5) 381. 

・ 村井 毅、Green Fluorescence Proteinを用いた蛍光イメージング法、1996(9)727. 

・ 森田みゆき、ボロン酸導入ホスト分子による糖の分子認識、1997(4)320. 

・ 近間克己、走査型電気化学顕微鏡による液/液界面電子移動反応の解析、1998(1) 47. 

・ 平間祐志、アフィノフォレシスとアフィニティープローブキャピラリー電気泳動、

1998(5) 372. 

・ 張 強武、試料捕集- インレットシステムを用いた高速ガスクロマトグラフィーによる

揮発性有機化合物の分析、1998(12) 976. 

・ 井上貞信、キレート樹脂中の官能基の立体的フレキシビリティー、1999(10) 883. 

・ 森 勝伸、フローインジェクション-キャピラリー電気泳動システムの開発、2000(1) 38 

・ 石田晃彦、マイクロ化学分析における化学発光検出法、2000(5) 290. 

・ 吉谷川真司、有機リン化合物加水分解酵素を用いたバイオセンサー、2000(8) 480. 

・ 風月文志、イオンクロマトグラフィーによる水素イオンの分離定量、2001 (1) 33. 

・ 中田尚宏、特定の金属化学種を検出する細菌センサー、2001 (5)265. 

・ 柴 肇一、基質再生系を用いたルシフェラーゼアッセイ、2002(3) 138. 

・ 館田尚弘、逆相キャピラリークロマトグラフィーをオンライン濃縮に用いるキャピラリ

ー電気泳動イムノアッセイ、2002(5) 273. 

・ 張 強武、高速 GC/MS法によるレモン及びライムオイル試料の分析、2003(1) 52. 
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・ 森田啓介、土壌・廃棄物中水銀のスポットテスト、2003(3) 155. 

・ 藤江紀史、シリンジ軟化抽出法を用いる電気泳動ゲルからのタンパク質の回収、2003(4) 

213 

・ 齋藤伸吾、ランタノイド錯体のエネルギー移動発光を利用するセンシングデバイス、

2003(5) 269. 

・ 前花浩志、遺伝子工学的手法を用いた酵素標識法、2003(8) 468. 

・ 平賀悠文、ゲスト分子との特異的作用を利用するキラル認識、2003(12) 761. 

・ 村井 毅、大気圧マトリックス支援レーザー脱離イオン化 MSを利用した生体高分子の

構造解析、2004(8) 481. 

・ 石坂昌司、分子レベルでぼやけた水/1,2-ジクロロエタン界面、2004(12) 738. 

・ 石田晃彦、オンチップアフィニティークロマトグラフィー、2005(5) 258. 

・ 棚村好彦、大きな 2光子吸収断面積を有する金属イオン認識蛍光プローブ、2005(9) 514. 

・ 並河英紀、金属ナノ粒子を用いた単分子サイズセンシング、2006(1) 34. 

・ 南 尚嗣、海底および湖底堆積物中の微量元素の直接分析、2006(5) 225. 

・ 高草木達、自己組織化単分子層を用いた単一分子の電気伝導測定、2006(9) 451. 

《談話室》  
・ 寺沢浩一、「北海道支部ニュース」に携わって、1992( 7)579. 

・ 伊藤慎二、「分析化学緑陰セミナー」にかかわって、1993( 7) 543. 

・ 喜多村曻、マイクロ分析化学、1994(7) 571. 

・ 藤本昌利、無手勝流の魅力 – 手でも頭でも使えるものはフルに生かそう – 1995( 7) 592 

・ 宇都正幸、共同研究センターをご存じですか？、1996(8) 653. 

・ 寺沢浩一、科学技術立国か文化学術立国か、1996(10) 854. 

・ 田中俊逸、環境へのマクロ分析化学（?）のすすめ、1997(7) 591. 

・ 柴田 勉、下水汚泥の資源化にあたって分析化学に期待するもの、1998(7) 542. 

・ 上舘民夫、学会と情報公開、2000(6) 347. 

・ 渡辺寛人、ファーブルの昆虫記、2000(11) 694. 

・ 坂入正敏、支部番頭（庶務幹事）のひとりごと、2001 (8) 434. 

・ 角皆静男、北太平洋における鉄撒布実験について、2001 (11) 635. 

・ 厚谷郁夫、「分析化学」教育について、2003(7)407. 

・ 多賀光彦、氷雪セミナーにことよせて、2004(6) 339. 

・ 中村 博、コンピュータは信用できるか、2005(7) 412. 

・ 宇都正幸、日本の東の果てから、2006(5)228. 

《その他》  

・ 多賀光彦、理事会だより、1992(7)581. 

・ 綿抜邦彦、書評：日本分析化学会北海道支部編「水の分析 第 4版」、1994(4) 271. 

・ 渡辺寛人、理事会だより、1994(6) 481. 

・ 吉沢逸雄、理事会だより、1994(7) 573. 
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・ 岩本振武、書評：日本分析化学会北海道支部・東北支部共編「分析化学反応の基礎；演

習と実験 改訂版」、1995(2) 102. 

・ 上舘民夫・星野 仁、トレースアナリシス国際シンポジウム’94報告、1995(3) 229. 

・ 渡辺寛人、日本分析化学会第 44年会、1995(12) 1007. 

・ 田中俊逸・吉沢逸雄、第 44年会シンポジウム・学術講演会、1996(1) 61. 

・ 田中俊逸、第 11回緑陰セミナー・小樽、1996(1) 65. 

・ 渡辺寛人、理事会だより、1996(6) 467. 

・ 都築俊文、理事会だより、1996(7) 569. 

・ 古市隆三郎、理事会だより、1997(7) 596. 

・ 吉村和久、書評：日本分析化学会北海道支部編「環境の化学分析」、1998(6) 439. 

・ 古市隆三郎、理事会だより、1998(6) 450. 

・ 片岡正光、第 59回分析化学討論会（1998年、小樽）、1998(8) 611. 

・ 長谷部清、理事会だより、2000(3) 173. 

・ 新刊紹介：日本分析化学会北海道支部編「演習で学ぶ環境」、2002(5) 302. 

・ 佐々木陽一、理事会だより、2002(6) 334. 

・ 喜多村曻、日本分析化学会第 51年会、2002(12) 714. 

・ 三浦敏明・片岡正光、北海道支部、2002（号外）30（創立 50周年記念誌） 

・ 喜多村曻、理事会だより、2003(7) 410. 

・ 片岡正光、理事会だより、2004(5) 285. 

・ 片岡正光、理事会だより、2005(6) 324. 

・ 板橋 豊、第 66回分析化学討論会（2005年、北見）、2005(11) 644. 

・ 田中俊逸、北海道支部だより、2006(8) 416. 
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